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「父のところには」
（放蕩息子の帰還）

（ルカ15：11～32）

挽地茂男
2019.7.7 日本基督教団千歳丘教会

先週からルカに

よる福音書の１５

章を読み始めまし

た。この箇所には、

三つのたとえ話が

出てきます。それ

ぞれが「失われたもの」が「見出さ

れる」(Lost-Found)というテーマを

具体的に示すお話になっています。

たとえ話１は、「見失った羊」(The
Lost Sheep)のたとえです(v.4-

6)。羊飼いが九十九匹の羊を残し

て無くした一匹の羊を捜し回り、

見つけた羊をつれかえって、友達

や近所の人々を呼んで、一緒に喜

ぶだろう、というお話です。そし

て、たとえ話２は、「無くした銀

貨」(The Lost Coin)のたとえで

す(v.8-9)。女が無くした銀貨を

家捜しして見つけたとしたら、友

達や近所の女たちを呼んで共に喜

ぶだろう、というお話です。そし

て、たとえ話３が今日読みます「失

われた息子(放蕩息子)｣(The Lost

イエスの物語

たとえ話１

たとえ話２

たとえ話３

Son)のたとえです(v.11-32)。

先週この１５章の物語の構造を

見たときに、たとえを囲んでいる

枠物語(イエスの物語／話の本筋

／地の文)にも注目しました。そ

して、たとえ話と枠物語は、互い

に説明し合う関係にあることを確

認しました(相互説明性)。もう一

度、枠物語の主張を確認しておき

ましょう。まず一つ目の枠物語。

①１－３節。15:1 徴税人や罪人

が皆、話を聞こうとしてイエスに

近寄って来た。15:2 すると、フ

ァリサイ派の人々や律法学者たち

は、「この人は罪人たちを迎えて、

食事まで一緒にしている」と不平

を言いだした。15:3 そこで、イ

エスは次のたとえを話された。そ

してこれに続いて「見失った羊」

のたとえが語られます。そして、

二つ目の枠物語。②７節。15:7

言っておくが、このように、悔い

改める一人の罪人については、悔

い改める必要のない九十九人の正
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しい人についてよりも大きな喜び

が天にある。」これに続いて、「無

くした銀貨」のたとえが語られて、

三つ目の枠物語。１０節。15:10

言っておくが、このように、一人

の罪人が悔い改めれば、神の天使

たちの間に喜びがある。」そして

これに続いて、最後の「放蕩息子」

のたとえが語られます。枠物語の

テーマは明白です。「一人の人の

悔い改めの大切さと喜び」です。

そしてこのテーマを説明するため

に、三つのたとえ話を配置してい

るのです〔パラボレーして(=そば

に置いて)いるのです〕。つまり三

つのたとえ話は、一貫してこのテ

ーマの具体的な実例を示している

のです。

さて主イエスの語るこの話を実

際に聞いているのは、誰だったで

しょうか。それは１５章はじめの

枠物語に登場する「ファリサイ派

の人々や律法学者たち」です。最

初に語られた二つの譬話は、失わ

れた者――つまり羊の群れから離

れて生存の危機にさらされ、また、

銀貨の持ち主の手から離れて本来

の役割を失って、既に本質的に死

んでしまった者――を憐れんで、

ひたすら捜し出す神さまの愛を語

っています。その愛が、罪人が悔

い改める前提、あるいは根拠なの

です。そして「放蕩息子」のたとえ

話では、登場人物の「弟」と「兄」

と「父親」が、最初の枠物語に登場

した「徴税人や罪人」(弟)、「ファ

リサイ派の人々や律法学者たち」

(兄)、そして「神」(父親)の寓意と

なっているのです。

さて今日は、この「放蕩息子の」

のたとえ話の中の「弟」だけに焦点

を当てます。１１節。「15:11 また、

イエスは言われた。｢ある人に息

子が二人いた。」主イエスは、「あ

る人に息子が二人いた」と語り始

めます。この二人が兄弟であるこ

とは明らかですが、この兄弟が一

緒にいる場面は描かれていませ

ん。息子が二人いるけれど、二人

が――「徴税人や罪人」と「ファ

リサイ派の人々や律法学者たち」

がそうであるように――同じ食卓

に着くことはない。この書き出し

には、そういう雰囲気が漂ってい

ます。実際、弟は兄と共にこの家

に居続ける気

は あ り ま せ

ん。１２節。

「15:12 弟の

方が父親に、
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『お父さん、わたしが頂くことに

なっている財産の分け前をくださ

い』と言った。それで、父親は財

産を二人に分けてやった。」家督

は兄が継ぎます。律法の規定に従

えば、弟は兄の半分の財産を受け

継ぐことになっています。だから、

父の財産の三分の一ということに

なります。弟は、その財産を生前

分与して欲しいと願うのです。父

の財産の一部を得て、父を養うの

ではなく、努力して積み上げた父

の財産を、父の生前に湯水のよう

に使い果たしてしまうということ

は、それは生きながらにして父を

殺すに等しいことでもあります。

貰うべき財産さえ貰えれば、彼は

家を出て遠い国に旅立ち、父と子

の関係をもつ気はないのです。父

は、弟の言葉、その時の表情、ま

た声の調子によって弟が考えてい

ることが分かったでしょう。でも、

「父親は財産を二人に分けてやっ

た」のです。もちろん、兄がその

財産を自分のものとするのは、父

が死んだ後です。ここでは、同時

に、三分の二の財産を兄のものと

して確定したということでもある

でしょう。

そして１３節。「15:13 何日も

たたないうちに、下の息子は全部

を金に換えて、遠い国に旅立ち、

そこで放蕩の限りを尽くして、財

産を無駄使いしてしまった。」下

の息子は全部を金に換えて、遠い

国に旅立ち、そこで放蕩の限りを

尽くして、財産を無駄使いしてし

まうのです。財産には不動産だと

か家畜とかも入っていたでしょう

から、それらを持っていくことが

出来ませんので、それを金に換え

なければ、彼は出ていくことがで

きません。彼にとっては、父の家

を出ていくことが大事であり、金

はその道具なのです。だから、彼

は無駄使いしてしまうのです。金

そのものが大事なら、増やすため

に努力するだろうと思います。「全

部を金に換えて」はある意味で良

い訳だと思いますが、「すべてを

集めて」(sunagagw;n pavnta) が直

訳です。それに対して、「無駄使

いをする」が「すべてを散らして

しまう」(dapanhvsanto" de; aujtou'
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pavnta)です。集めたものを全部散

らしてしまう、ばら撒いてしまう。

「放蕩の限

りを尽くし

た」のです。

この「放

蕩の限りを

尽くす」という言葉は、他の箇所

では酒に酔いしれて「身を持ち崩

す」とか、「ひどい乱行に加わる」

とも訳される言葉で「救い難い」

ことを表す言葉です。その放蕩の

故に父の財産はまさにあぶく銭と

なり、またたく間に消えて無くな

ってしまいました。自分で苦労し

て稼いだものでなければ、その有

難味が分からないのはいつの世で

も同じことです。彼は、父が必死

になって築いた「財産」が何であ

るかを知らないのです。それが労

苦と生きる知恵の結晶であること

を知らないのです。それこそが、

まさに救い難いことです。

彼が目指した「遠い国」とは、

ユダヤ人から見れば異邦人世界の

ことであり救いの対象外なので

す。それは、その地の人々が豚を

飼っていることからも分かりま

す。豚は、ユダヤ人が決して口に

しない汚れた動物です。彼は父の

財産を元手に一旗揚げようと思っ

ていた訳ではなく、とにかく父の

許から離れる、それも少しでも遠

く離れることを願っていたのだろ

うと思います。そこに、自由があ

ると思っていたのでしょう。そし

て、たしかにそこには自由があっ

たのです。どのように生きてもよ

いという自由がありました。それ

は破滅に向って生きる自由でもあ

るし、天に向って居住まいを正し

つつ生きる自由でもあるのです。

わたしたちは自由を求めますし、

大人になれば自由が与えられま

す。だからこそ、そこに責任が生

じるのです。

自由を行使する時、その行いの

結果責任はその人にあります。親

のせいでも教師(先生)のせいでも

なく、エデンの園の出来事も女の

せいでも蛇のせいでもない。どう

いう誘惑があったとしても、自分

が園の中央にある木の実を取って
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食べたのですから、その行為に対

する責任はその人にあります。他

の誰も代わりようがないのです。

そのことを知る。それは人間とし

て大切なことです。だから、父親

も息子の言いなりになったのかも

しれません。自由を行使すること

でしか、人は自分が何者であるか

を知ることはないからです。

そして１４－１５節。「15:14

何もかも使い果たしたとき、その

地方にひど

い飢饉が起

こって、彼

は食べるに

も困り始め

た。15:15 それで、その地方に住

むある人のところに身を寄せたと

ころ、その人は彼を畑にやって豚

の世話をさせた。15:16 彼は豚の

食べるいなご豆を食べてでも腹を

満たしたかったが、食べ物をくれ

る人はだれもいなかった。」弟息

子は、自分が今、全く庇護のない

所に生きていることを知りまし

た。誰も食べ物をくれないのです。

飢饉ですから皆が飢えていたとし

ても、豚の持ち主が豚の餌を食べ

たいほど飢えていた訳ではないで

しょう。その気になれば自分の食

べ物を分け与えることは不可能で

はなかったでしょう。しかし、誰

も彼に食べ物をくれないのです。

彼はこの国の人にとって同胞でも

ないし、いきなり大金をもって外

国から来て、町で放蕩の限りを尽

くしている愚かな若者に過ぎない

のです。若者の噂はすぐに広まっ

たでしょう。そういう若者を評価

する人間はいないし、身を持ち崩

した姿を見れば、同情するよりも

「それ見たことか」と思うのは当

然でしょう。まさに見捨てられて

いくのです。そして、そこまで落

ちた時に、彼は「我に返った」の

です。

１７－１９節。「15:17 そこで、

彼は我に返って言った。『父のと

ころでは、あんなに大勢の雇い人

に、有り余るほどパンがあるのに、

わたしはここで飢え死にしそう

だ。15:18 ここをたち、父のとこ

ろに行って言おう。「お父さん、

わたしは天に対しても、またお父

さんに対しても罪を犯しました。

15:19 もう息子と呼ばれる資格は

ありません。雇い人の一人にして

ください」と』。」「我に返った」

はよい訳ですが、直訳は「自分自

身の所へ来た」 ( eij" eJauto;n de;
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ejlqw;n)あるいは「行った」です。

本来の自分に立ち返った、という

意味です。その上で、彼が自分自

身に語りかける言葉の中には、重

要な言葉が隠されています。残念

ながら日本語訳にそれが出ていま

せん。最初のたとえ話に出てくる

羊飼いが捜していたのは、ただの

「一匹の羊」ではなく「わたしの

羊」と書かれています。代わりが

いない羊です。また、女が捜して

いたのも一枚の銀貨ではなく「あ

の銀貨」なのです。〔研究者によ

ると、それは花

嫁が嫁入りに際

して携行する十

枚の銀貨を指し

ているとする者

も いま す。〕他

の銀貨では駄目

なのです。弟息

子は「父のとこ

ろでは」と言い

ますが、原文で

は「わたしの父

のところでは」

で す。「 ここ を

立ち、父のとこ

ろに行って言おう」も「わたしの

父のところ」なのです。息子が我

に返って気がついたことは、あの

父親は「わたしの父」であるとい

うことです。自分の命の源として

の父です。その父なくして自分の

命など存在しないという意味での

「わたしの父」です。その父の許

では、雇い人たちも有り余るほど

のパンを食べている。それは父が

金持ちであることを表すだけでな

く、父が誰に対しても憐れみ深く

接する人間であることを暗示して

いる言葉だと思います。

しかし、彼も、息子として父の

許へ帰ることができるとは思えま

せん。「もう息子と呼ばれる資格

はありません」の「息子」も「あ

なたの息子」です。18節以降の「息

子」や「父親」という言葉には、

原文では「あなたの」とか「わた

しの」という言葉がついています。

父と息子の人格的な関係が強調さ

れているのです。弟は、自分と父

は互いに掛け替えのない存在であ

ることに気づいたのです。しかし、

それはその人格的な関係を、自分

で捨ててしまってからのことでし

た。

そして２０節。「15:20 そして、

彼はそこをたち、父親のもとに行

った。」この「父親のもとに行っ
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た」は原文(h\lqen pro;" to;n patevra

eJautou)では息子が「我に返った」

(直訳は「自分自身の所へ行った/

来た」)という表現と中心単語が

同じ単語です。直訳すれば「彼自

身の父親の所に行った」だからで

す。「我に返る」とは自分の父の

許に帰ることなのです。けれども、

その時には最早、父の息子である

資格を失っているのです。自由を

与えられた人間の誰もが経験する

現実が、ここにあると思います。

そのことに気付いた時、すべて

を諦めるか、それでも帰ろうとす

るか。そこで人間は二手に分かれ

ます。諦める人はいます。でも誰

もが諦める訳ではないでしょう。

その分岐点にあるのは、つまり右

に行くか左に行くかを決定させる

のは、愛の記憶であり、想起(思

い起こすこと)だと思います。主

イエス様が、二人の息子のたとえ

話の前に語ったたとえ話では、人

間にはない神様の愛が語られてい

ました。どんな手間暇が掛かろう

が羊を捜し出し、銀貨を捜し出す

愛、見つけた時には損失を惜しま

ずに祝う愛、そういう愛で私たち

は神に愛されていることを、主イ

エスはファリサイ派の人々や律法

学者、また徴税人や罪人らに語り

かけたのです。

夏にお迎えする樋野興夫先生の

間接的な師匠のひとりで、現代の

がん研究の基礎を築いた方で、癌

研の所長もされた吉田富三という

人がこのようなことを言っていま

す。いかに偉大な業績を残した人

であれ、またいかに優れた才能の

持ち主であっても、また時代が、

「電子計算機時代だ、宇宙時代だ

といっても、人間の身体の出来と

その心情の動きとは、昔も今も変

わっていないのである。超近代的
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で合理的といは

れる人でも、病

気になって、自

分の死を考えさ

せられる時にな

ると、太古の人

間にかへる。そ

の医師に訴え、

医師を見つめる目つきは、超近代

的でも合理的でもなくなる。静か

で、寂しく、哀れな、昔ながらの

一個の人間にかへるのである。そ

の時の救いは、頼りになる良医が

そばにいてくれることである」

(『使命を生きるということ』p.1

67)。

いかに偉大な業績を残した人で

あれ、またいかに優れた才能の持

ち主であっても、がんという死の

病に冒されて、自分の死に直面さ

せられ、自分の死を考えさせられ

る時になると、「太古の人間にか

へる。」そこにいるのは、パジャ

マを着た１人の病気の人に過ぎな

いのです。そして「静かで、寂し

く、哀れな、昔ながらの一個の人

間に」帰ったとき、「良医が良医

として」、「良いものが良いものと

して」、「愛が真の愛として」静か

に立ち現れるのです。放蕩息子が

すべてを喪失して、「我に返った」

時、一つの記憶が立ち現れたので

す。

この愛を記憶しているか否か、

思い出すことができるか否かが、

絶望的な状況の中でも立ち上がっ

て父の許に帰るか否かを決めるの

だと思います。だから、主イエス

は愛のたとえ話を二つ続け、少し

唐突な形で「悔い改める罪人」に

対する神さまの喜びを語ったのだ

し、それは「二人の息子の譬話」

をするための布石だったのです。

人が神に立ち返るとき、天に大

きな喜びがあるのです。神が、神

の許に帰る者を喜び迎えてくださ

るというみ言葉を心に刻みつつ、

新しい一週間、また６４周年に向

けての新しい一年に歩み出してい

きたいと思います。祈りましょう。

2019.7.7 日本基督教団千歳丘教会
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15:11 また、イエスは言われた。

「ある人に息子が二人いた。

15:12 弟の方が父親に、『お父さ

ん、わたしが頂くことになってい

る財産の分け前をください』と言

った。それで、父親は財産を二人

に分けてやった。

15:13 何日もたたないうちに、下

の息子は全部を金に換えて、遠い

国に旅立ち、そこで放蕩の限りを

尽くして、財産を無駄使いしてし

まった。

15:14 何もかも使い果たしたと

き、その地方にひどい飢饉が起こ

って、彼は食べるにも困り始めた。

15:15 それで、その地方に住むあ

る人のところに身を寄せたとこ

ろ、その人は彼を畑にやって豚の

世話をさせた。

15:16 彼は豚の食べるいなご豆を

食べてでも腹を満たしたかった

が、食べ物をくれる人はだれもい

なかった。

15:17 そこで、彼は我に返って言

った。『父のところでは、あんな

に大勢の雇い人に、有り余るほど

パンがあるのに、わたしはここで

飢え死にしそうだ。

15:18 ここをたち、父のところに

行って言おう。「お父さん、わた

しは天に対しても、またお父さん

に対しても罪を犯しました。

15:19 もう息子と呼ばれる資格は

ありません。雇い人の一人にして

ください」と。』

15:20 そして、彼はそこをたち、

父親のもとに行った。ところが、

まだ遠く離れていたのに、父親は

息子を見つけて、憐れに思い、走

り寄って首を抱き、接吻した。

15:21 息子は言った。『お父さん、

わたしは天に対しても、またお父

さんに対しても罪を犯しました。

もう息子と呼ばれる資格はありま

せん。』

15:22 しかし、父親は僕たちに言

った。『急いでいちばん良い服を

持って来て、この子に着せ、手に

指輪をはめてやり、足に履物を履

かせなさい。

15:23 それから、肥えた子牛を連

れて来て屠りなさい。食べて祝お

う。

15:24 この息子は、死んでいたの

に生き返り、いなくなっていたの

に見つかったからだ。』そして、

祝宴を始めた。

15:25 ところで、兄の方は畑にい

たが、家の近くに来ると、音楽や

踊りのざわめきが聞こえてきた。



- 10 -

15:26 そこで、僕の一人を呼んで、

これはいったい何事かと尋ねた。

15:27 僕は言った。『弟さんが帰

って来られました。無事な姿で迎

えたというので、お父上が肥えた

子牛を屠られたのです。』

15:28 兄は怒って家に入ろうとは

せず、父親が出て来てなだめた。

15:29 しかし、兄は父親に言った。

『このとおり、わたしは何年もお

父さんに仕えています。言いつけ

に背いたことは一度もありませ

ん。それなのに、わたしが友達と

宴会をするために、子山羊一匹す

らくれなかったではありません

か。

15:30 ところが、あなたのあの息

子が、娼婦どもと一緒にあなたの

身上を食いつぶして帰って来る

と、肥えた子牛を屠っておやりに

なる。』

15:31 すると、父親は言った。『子

よ、お前はいつもわたしと一緒に

いる。わたしのものは全部お前の

ものだ。

15:32 だが、お前のあの弟は死ん

でいたのに生き返った。いなくな

っていたのに見つかったのだ。祝

宴を開いて楽しみ喜ぶのは当たり

前ではないか。』」

15:11 Eidev, #Anqrwpov" ti" eiduvo

uiJouv".

15:12 kai; eioJ newvtero" aujtw'n tw'/

patriv, Pavter, dov" moi to; ejpibavllon

mevro" th'" oujsiva". oJ de; diei'len

aujtoi'" to;n bivon.

15:13 kai; met! ouj polla;" hJmevra"

sunagagw;n pavnta oJ newvtero" uiJo;"

ajpedhvmhsen eij" cwvran makravn kai;

ejkei' dieskovrpisen th;n oujsivan aujtou'

zw'n ajswvtw".

15:14 dapanhvsanto" de; aujtou' pavnta

ejgevneto limo;" ijscura; kata; th;n

cwvran ejkeivnhn, kai; aujto;" h[rxato

uJsterei'sqai.

15:15 kai; poreuqei;" ejkollhvqh eJni; tw'n

politw'n th'" cwvra" ejkeivnh", kai;

e[pemyen aujto;n eij" tou;" ajgrou;"

aujtou' bovskein coivrou",

15:16 kai; ejpequvmei cortasqh'nai ejk

tw'n kerativwn w|n h[sqion oiJ coi'roi,

kai; oujdei;" ejdivdou aujtw'/.

15:17 eij" eJauto;n de; ejlqw;n e[fh, Povsoi

m i v s q i o i t o u ' p a t r o v " m o u

perisseuvontai a[rtwn, ejgw; de; limw'/

w|de ajpovllumai.

15:18 ajnasta;" poreuvsomai pro;" to;n

patevra mou kai; ejrw' aujtw'/, Pavter,

h{marton eij" to;n oujrano;n kai; ejnwvpiovn

sou,
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15:19 oujkevti eijmi; a[xio" klhqh'nai uiJov"

sou: poivhsovn me wJ" e{na tw'n misqivwn

sou.

15:20 kai; ajnasta;" h\lqen pro;" to;n

patevra eJautou'. e[ti de; aujtou' makra;n

ajpevconto" eiaujto;n oJ path;r aujtou'

kai ; e jsplagcni vsqh kai ; dramw;n

ejpevpesen ejpi; to;n travchlon aujtou'

kai; katefivlhsen aujtovn.

15:21 eide; oJ uiJo;" aujtw'/, Pavter,

h{marton eij" to;n oujrano;n kai; ejnwvpiovn

sou, oujkevti eijmi; a[xio" klhqh'nai uiJov"

sou.

15:22 eide; oJ path;r pro;" tou;"

douvlou" aujtou', Tacu; ejxenevgkate

stolh;n th;n prwvthn kai; ejnduvsate

aujtovn, kai; dovte daktuvlion eij" th;n

cei'ra aujtou' kai; uJpodhvmata eij" tou;"

povda",

15:23 kai; fevrete to;n movscon to;n

siteutovn, quvsate, kai; fagovnte"

eujfranqw'men,

15:24 o{ti ou|to" oJ uiJov" mou nekro;"

hkai; ajnevzhsen, hajpolwlw;" kai;

euJrevqh. kai; h[rxanto eujfraivnesqai.

15:25 ! 'Hn de; o J ui Jo ;" aujtou' o J

presbuvtero" ejn a jgrw' /: kai ; wJ"

ejrcovmeno" h[ggisen th'/ oijkiva/, h[kousen

sumfwniva" kai; corw'n,

15:26 kai; proskalesavmeno" e{na tw'n

paivdwn ejpunqavneto tiv a]n ei[h tau'ta.

15:27 oJ de; eiaujtw'/ o{ti @O ajdelfov" sou

h{kei, kai; e[qusen oJ pathvr sou to;n

movscon to;n siteutovn, o{ti uJgiaivnonta

aujto;n ajpevlaben.

15:28 wjrgivsqh de; kai; oujk h[qelen

eijselqei'n, oJ de; path;r aujtou' ejxelqw;n

parekavlei aujtovn.

15:29 oJ de; ajpokriqei;" eitw'/ patri;

aujtou', !Idou; tosau'ta e[th douleuvw soi

kai; oujdevpote ejntolhvn sou parh'lqon,

kai; ejmoi; oujdevpote e[dwka" e[rifon i{na

meta; tw'n fivlwn mou eujfranqw':

15:30 o{te de; oJ uiJov" sou ou|to" oJ

katafagwvn sou to;n bi von meta;

pornw'n h, e[qusa" aujtw'/ to;n siteuto;n

movscon.

15:31 oJ de; eiaujtw'/, Tevknon, su;

pavntote met! ejmou' ei, kai; pavnta ta;

ejma; sav ejstin:

15:32 eujfranqh'nai de; kai; carh'nai

e[dei, o{ti oJ ajdelfov" sou ou|to" nekro;"

hkai; e[zhsen, kai; ajpolwlw;" kai;

euJrevqh.


